
第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 第５回長岡市文化財保存活用地域計画策定協議会 

２ 開催日時 令和７年７月１日(火) 14：00〜16：00 

３ 開催場所 さいわいプラザ４階 教育委員会会議室 

４ 出席者名 協議会委員 

平山委員長、飯島副委員長、田中委員、新野委員、松井委員、 

宮下委員、小林委員、萬歳委員（小野本主任調査員代理）、 

中村委員（相川係長代理）、岩本委員、野澤委員、 

有賀委員（小林課長補佐代理）、佐藤（陽）委員 

委員以外の出席者 

(事務局＝科学博物館) 

金垣教育部参事（科学博物館長）、五井館長補佐、 

鳥居係長、丸山主査 

５ 欠席者名 坂井委員、佐藤（敏）委員 

６ 議題 （1） 市民ワークショップ・団体ヒアリングについて（報告） 

（2） 第３章 長岡市の歴史文化の特性（修正案）について 

（3） 第６・７章 文化財保存活用の課題・方針・措置の表（修正案）に

ついて 

（4） 第８章 関連文化財群・文化財保存活用区域（案）について 

（5） 第９章 文化財の保存・活用の推進体制（案）について 

７ 協議結果の概要 （1） 市民ワークショップ・団体ヒアリングについて（報告） 

事務局より説明（資料１・２） 

（2） 第３章 長岡市の歴史文化の特性（修正案）について 

事務局より説明（資料３） 

（3） 第６・７章 文化財保存活用の課題・方針・措置の表（修正案）に

ついて 

事務局より説明（資料４） 

（4） 第８章 関連文化財群・文化財保存活用区域（案）について 

事務局より説明（資料３） 

（5） 第９章 文化財の保存・活用の推進体制（案）について 

事務局より説明（資料５） 



８ 協議の内容 
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（1） 市民ワークショップ・団体ヒアリングについて（報告） 

資料１・２で説明。 

地域の宝について身近にある歴史文化、指定・未指定を問わず意見を求めたところ、

文化財の周知が不足しているという意見が多かった。 

ヒアリングについては３団体から意見や要望をいただき、今後の計画に反映していく予

定である。 

 

闘牛以外の団体も市民に知られていないという課題がある。 

 

（2） 第３章 長岡市の歴史文化の特性（修正案）について 

資料３で説明。 

前回の協議会でいただいた意見をもとに修正した。ご確認をお願いしたい。 

 

長岡花火の始まりも記述したほうがよい。花火は明治１２年に始まった。 

北越雪譜に長岡の民具は登場しないので修正が必要。 

交流や人の移動の中で長岡瞽女についても触れられないか。 

 

いただいた意見について、可能な限り反映したい。 

 

（3） 第６・７章 文化財保存活用の課題・方針・措置の表（修正案）について 

資料３・４で説明。 

庁内ワーキングを行った結果、削除した項目や修正した項目がいくつかある。今までの通

り、5つの方向性を挙げており、A3の表を分ける形で計画に入れる。 

 

修正案では、子どもたちへの継承という項目がなくなってしまう。無形文化財の担い手

不足が深刻な問題となっていることから、子どもへの体験・鑑賞の機会を残し、子ども

たちについての項目を強調しておく必要がある。 

 

観光分野の課題では、文化財を大切にしながら観光を進める際に多様な分野が関わ

る。できるだけ担当課の広がりがある形で取り組めるとよい。 

 

方向性の「知る」は、市民が知るということではなく、調査・研究という意味でよいか。

「伝える」と「知る」の境界線が分かりにくい。 

 

資料３（素案）で定義づけを行っており、調査・研究を意図している。 
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庁内調整や先ほどの意見をふまえ再精査いただきたい。 

 

（4） 第８章 関連文化財群・文化財保存活用区域（案）について 

資料３で説明。 

文化財保存活用区域は設定しないこととし、４つの関連文化財群に組み替えた。 

 

第３章で歴史文化の特性が挙がっているが、第８章で重なっている部分と漏れて

いる部分があるのはなぜか。 

 

第３章は、長岡市特有の歴史文化の特徴について触れている。第８章ではこれを踏ま

えて、長岡の文化財をどのように生かしていくか、という観点から述べたもの。たくさんあ

る文化財を群としてとらえ、活用していくことを目的としている。市として重点的に活用し

ていくために多くの文化財の中から絞り込んだものとなっている。 

 

第３章はよくできており、これを読むと長岡市の歴史が良くわかる。第８章に来ると取り上

げている文化財群の数が少ない。もっとたくさんの文化財を取り上げてもよいのではな

いか。第３章の構成を生かした第８章の再構成を検討いただきたい。 

 

検討していきたい。 

 

（5） 第９章 文化財の保存・活用の推進体制（案）について 

資料５で説明。 

第９章は現在素案を作成しており、取組主体と役割の具体案として行政、専門家、団

体、市民でそれぞれ挙げている。今後の取組主体や役割については次回お示しする。 

 

資料４の事業対照表とリンクするか。 

 

リンクする。 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


